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寒雨の中、伝統を舞う 

４月から役場の組織改編により各課が統合されます。直通電話番号は変わりません。 



新
し
い
町
の
教
育
方
針
な
ど
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
合
併
後
３
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
あ
さ
ぎ
り
町
教
育
振
興
プ
ラ
ン
の

発
表
会
が
２
月
15
日
、
ま
た
今
後
５
年
以
内
を
目
処
に
「
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
あ
さ
ぎ
り
町
学
校
規
模
等
適
正
化
審
議

会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
て
い
る
町
内
中
学
校
の
統
合
に
関
す
る
意
見
聴
取
会
が
２
月
20
日
〜
24
日
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
あ
さ
ぎ
り
町

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
環
境
が
ふ
さ
わ
し
い
か
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
28
日
に
は
総
合
計
画
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
合
併
し
て
３
年
が
経
過
し
た
こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画
の
進
捗
状
況
の
確

認
や
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会
に
お
け
る
新

し
い
町
と
し
て
の
教
育
方
針
、
推
進
方
策

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

県
教
育
委
員
会
の
「
わ
が
ま
ち
の
教
育
支

援
モ
デ
ル
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
平
成

15
年
度
か
ら
３
年
間
様
々
な
研
究
と
実
践

活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
取
り
組
み
の
成
果

の
発
表
会
が
２
月
15
日
、
せ
き
れ
い
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
約
２
５
０
人
の
参
加
者
が
あ
り
、

学
校
活
動
紹
介
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
県
器
楽
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
年
連
続

金
賞
を
受
賞
し
た
免
田
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
華
や
か
な
演
奏
で
開
始
。

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
よ
り
３
年
間

の
取
り
組
み
と
成
果
及
び
今
後
の
方
向
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
後
、
平
成
17
年

度
町
指
定
研
究
推
進
校
代
表
校
の
発
表
と

し
て
、
免
田
中
学
校
（
学
力
充
実
部
会
実

践
研
究
校
）、
上
小
学
校
（
心
の
教
育
部
会

実
践
研
究
校
）、
上
中
学
校
（
健
康
教
育
部

会
実
践
研
究
校
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ

る
取
り
組
み
の
成
果
と
今
後
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
教
育
委
員
会
で

は
推
進
テ
ー
マ
を
「
子
ど
も
の
夢
と
希
望

を
育
む
　
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、

昨
年
２
月
に
「
あ
さ
ぎ
り
町
教
育
大
綱
」

を
策
定
し
、
今
後
は
学
校
・
社
会
教
育
を

含
め
た
一
年
間
の
研
究
成
果
等
の
発
表
会

（
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
を
開
催
し
、
そ
の
概

要
版
を
近
く
町
内
全
戸
に
配
布
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
の
子
供
の

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

３
年
間
の
研
究
・
実
践
の
集
大
成
を
発
表

あ
さ
ぎ
り
町
教
育
振
興
プ
ラ
ン
策
定
事
業
研
究
発
表
会

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
へ
向
け
て

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
へ
向
け
て 
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
へ
向
け
て

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
へ
向
け
て 
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
へ
向
け
て 



５
年
以
内
を
目
処
に
「
町
内
一
中
学
校
と

し
て
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の
あ

さ
ぎ
り
町
学
校
規
模
等
適
正
化
審
議
会
（
平

野
正
見
会
長
）
に
よ
る
答
申
を
受
け
、
町
教

育
委
員
会
は
２
月
20
日
〜
24
日
の
５
日
間
各

校
区
５
会
場
で
中
学
校
統
合
に
関
す
る
意
見

聴
取
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
校
区
の
出
席
者
は
上
校
区
で
35
人
、
免

田
校
区
19
人
、
岡
原
校
区
59
人
、
須
恵
校
区

27
人
、
深
田
校
区
27
人
と
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

一
校
か
、
二
校
か

一
校
が
望
ま
し
い
理
由
と
し
て
は
平
成
17

年
５
月
現
在
で
町
内
中
学
校
の
生
徒
は
５
９

５
人
で
、
５
年
後
は
現
在
よ
り
60
人
少
な
い

５
３
５
人
に
な
る
見
通
し
で
あ
り
そ
の
後
も

減
少
を
た
ど
る
こ
と
、*

適
正
な
生
徒
集
団
の

確
保
は
生
徒
同
士
の
切
磋
琢
磨
の
機
会
が
増

え
る
こ
と
、
教
員
の
配
置
増
に
つ
な
が
り
専

門
分
野
の
教
員
か
ら
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
、
多
様
な
部
活
動
の
展
開
が
可
能
と

な
り
生
徒
の
選
択
肢
が
広
が
る
、
な
ど
。
意

見
聴
取
会
で
は
統
合
は
や
む
を
え
な
い
と
の

意
見
が
多
く
を
占
め
た
も
の
の
、「
切
磋
琢
磨

す
る
中
で
や
る
気
が
出
る
の
で
は
。」「
二
校

か
ら
ゆ
く
ゆ
く
は
一
校
と
な
る
と
ま
た
経
費

が
か
か
る
。」「
勉
強
だ
け
で
な
く
部
活
動
も

教
育
の
ひ
と
つ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の

で
は
な
い
か
。」
と
の
一
校
論
と
「
子
ど
も
た

ち
に
目
が
行
き
届
か
な
く
な
り
学
校
が
荒
れ

る
の
で
は
。」「
規
模
が
大
き
く
な
る
と
部
活

動
で
選
手
と
し
て
試
合
に
出
る
機
会
が
な
く

な
り
や
る
気
が
な
く
な
る
。」「
二
校
に
し
て

校
区
制
を
な
く
し
、
ど
ち
ら
か
行
き
た
い
学

校
に
行
け
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
。」
な
ど

の
理
由
で
、
二
校
論
に
大
き
く
分
か
れ
ま
し

た
。教

育
委
員
会
で
は
、
今
後
も
学
校
規
模
等

適
正
化
審
議
会
の
答
申
を
も
と
に
、
聴
取
会

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
住
民
の
皆
様
の
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
環
境

が
あ
さ
ぎ
り
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
に
ふ
さ
わ
し
い
か
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

＊
適
正
な
生
徒
集
団
（
国
が
定
め
る
基
準
）

・
・
・

１
学
校
生
徒
数
　
３
６
３
人
〜
７
２
０
人
、

１
学
校
学
級
数
　
12
学
級
〜
18
学
級

５
年
後
は
ど
う
な
る
？

町
内
５
校
の
中
学
校

住
民
意
見
聴
取
会
開
催

２
月
23
日
、
せ
き
れ
い
館
に
お
い
て
、

町
内
５
地
区
の
地
域
審
議
会
が
合
同
で

開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
度
２
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、

総
合
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
や
総
合
計

画
の
施
策
を
具
体
化
す
る
「
実
施
計
画
」

の
３
カ
年
の
農
業
・
福
祉
・
交
通
な
ど

の
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
企
画
財
政
課

か
ら
説
明
を
行
い
、
各
地
域
審
議
会
の

意
見
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

各
地
区
か
ら
は
、「
消
防
関
連
施
設
の

今
後
の
計
画
は
」
な
ど
町
民
の
生
活
に

密
着
し
た
も
の
か
ら
あ
さ
ぎ
り
町
の
今

後
に
関
す
る
こ
と
ま
で
幅
広
く
意
見
、

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
28
日
に
は
、
あ
さ
ぎ
り

町
役
場
本
庁
舎
２
階
会
議
室
に
お
い
て
、

町
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
あ
さ
ぎ
り
町

総
合
計
画
審
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

総
合
計
画
審
議
会
は
、
各
地
区
地
域

審
議
会
か
ら
２
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
10

名
と
林
業
、
農
業
、
青
年
、
老
人
ク
ラ

ブ
組
織
の
代
表
か
ら
選
出
さ
れ
た
学
識

経
験
者
の
４
名
で
構
成
さ
れ
、
住
民
の

意
見
を
実
施
計
画
に
反
映
す
る
の
が
目

的
。こ

の
日
は
、
犬
童
町
長
か
ら
実
施
計

画
案
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て
諮
問
を

受
け
、
先
に
開
催
し
た
地
域
審
議
会
で

ど
ん
な
意
見
が
出
さ
れ
た
の
か
を
各
地

区
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
、
そ
の

他
の
委
員
か
ら
「
町
有
林
の
今
後
の
方

向
性
は
。」
な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、

協
議
の
結
果
、
付
帯
意
見
を
添
え
て
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

あ
さ
ぎ
り
町
総
合
計
画
実
施
計
画
の

一
部
見
直
し
な
ど
審
議

平
成
17
年
度
第
２
回
地
域
審
議
会
及
び

あ
さ
ぎ
り
町
総
合
計
画
審
議
会
の
開
催



障害者施策が大きく変わり、いっそう拡充されます。

障害者保健福祉施策は、平成15年度から※ノーマライゼーションの理念に基づき

導入された支援費制度により飛躍的に充実しました。

しかし、次のような問題点が指摘されました。

※ノーマライゼーション‥‥障害者を特別視するのではなく、一般社会の中で普通の生活が送れる

ような条件を整えるべきであり、共に生きる社会こそノースルーな社会であるという

考え方。

①　身体障害・知的障害・精神障害といった障害種別ごとに縦割りでサービスが提

供されており、施設・事業体系がわかりにくく使いにくいこと

②　サービスの提供体制が不十分な地方自治体も多く、必要とする人々すべてにサ

ービスが行き届いていない（地方自治体間の格差が大きい）こと

③　支援費制度における国と地方自治体の費用負担のルールでは、増え続けるサー

ビス利用のための財源を確保することが困難であること

こうした制度上の課題を解決するとともに、障害のある人々が利用できるサービ

スを充実し、いっそうの推進を図るために、障害者自立支援法が制定されました。

①　障害の種別（身体・知的・精神）にかかわらず、障害のある人々が必要とする

サービスを利用できるよう、サービスを利用するための仕組みを一元化し、施

設・事業を再編

②　障害のある人々に、身近な市町村が責任を持って一元的にサービスを提供

③　サービスを利用する人々もサービスの利用量と所得に応じた負担を行うととも

に、国と地方自治体が責任をもって費用負担を行うことをルール化して財源を確

保し、必要なサービスを計画的に充実。

④　就労支援を抜本的に強化

⑤　支給決定の仕組みを透明化、明確化

障害のある人々の自立を支えます

４月から障害者自立支援法が施行されます

障害者

自立支援法

制定の背景

障害者

自立支援法

のポイント

障害者の人々に直接影響がある重要な事項

更生医療、精神障害者通院医療費助成は一つになり支援医療費へ移行します。

改正前　　　　　　　　　改正後

☆　世帯の範囲

☆　負　担　額

住民基本台帳上の世帯

市町村民税・所得税の

課税状況により算定

(精神は一律５％負担)

住民基本台帳上の世帯にかかわらず、同一保険に加

入している方

基本的に一律１割負担

（市町村民税の課税状況により限度額の設定あり）



障害者自立支援法による、総合的な自立支援システムの全体像は
自立支援給付と地域生活支援事業で構成されています。

※地域生活支援事業

市町村の創意工夫を図るとともに、利用者の状況に応じて柔軟に対応することが求められるコミュニケーシ

ョン支援、ガイドヘルプ（移動支援）、地域活動支援センター等の事業があります。

詳しい事業内容や利用者の負担はそれぞれの市町村ごとに異なります。

福祉サービス

平成18年４月１日から障害者自立支援法の制定により制度の変更が行われます。現在の支援費制度によ

り施設サービス及び居宅サービスを利用されている方は、新しい受給者証の交付を受ける必要があります。

該当される人は役場健康福祉課まで申請の提出をお願いします。

制度についての詳しいお問い合わせ先

あさぎり町　健康福祉課　障害者福祉係　蕁 ４５－７２１４（直通）福祉センター　２階

介護給付

●居宅介護（ホームヘルプ）

●重度訪問介護

●行動援護

●重度障害者等包括支援

●児童デイサービス

●短期入所（ショートステイ）

●療養介護

●生活介護

●施設入所支援

●共同生活介護

●相談支援 ●地域活動支援センター

（関係機関との連絡調整、権利擁護） （創作的活動、生活活動の機会提供、社会との交流促進事業）

●コミュニケーション支援 ●福祉ホーム

（手話通訳派遣等） ●居住支援

●日常生活用具の給付又は貸与 ●その他の日常生活又は社会生活支援

●移動支援

●専門性の高い相談支援　●広域的な対応が必要な事業　●人材育成　等

訓練等給付

●自立訓練

●就労移行支援

●就労継続支援

●共同生活援助（グループホーム）

自立支援医療

●（旧）更生医療

●（旧）育成医療※

●（旧）精神通院公費※

※事業主体は都道府県

補装具

自立支援給付

地域生活支援事業

障
害
者
・
児

支　援

都道府県



ま
ち
の
話
題

あさぎり町内の５つの蔵元と小売り販売店が主催しての「第１回あさぎり蔵元銘酒まつり」が２月18日、ポ
ッポー館において開催されました。超満員となった会場内に設けられた各蔵元のコーナーには、それぞれ自慢
の焼酎などが並べられ、大盛況の夜となりました。
開会セレモニーで松の泉酒造の松岡洋世代表より、「今日の祭りには日頃飲んだことのないような銘酒もあ

り、是非味わっていただきたい。地元の南稜高校では醸造科程が出来、順調な学習が行われ期待している。」
との挨拶があり、来賓祝辞の後、犬童町長の発声で乾杯。イベントに「花」を添えた地元太鼓グループ「一期
一会ジュニア」や「ＳＡＫＵＲＡ組桜娘」のダンス披露や焼酎を使用したトリュフ、カステラなどは瞬く間に
なくなるなど大盛況。続いて行われた球磨拳大会や抽選会（もちろん賞品は球磨焼酎）もあり、イベントを企
画された奥添昭典さんは、「全国的な焼酎ブームの中にあって、米焼酎は芋焼酎に押されている。この機会を
通じて、特に今日は女性の参加者が多いので、女性の視点からも町特産の球磨焼酎を全国に広めてもらいたい。」
と話されていました。

93の加入団体、会員数701名が活動しているあさぎり町文化協会（田山耕一会長）主催の第３回あさぎり町
芸術祭（ステージ部門）が２月26日、須恵文化ホールで開催されました。
演劇やダンス、各団体より日本舞踊に民謡などさまざまなジャンルで日頃の活動の成果が華やかにステージ

で発表され、満員となった客席から大きな拍手が送られていました。
また、展示部門は３月４日、５日にわたりポッポー館２階で行われ、梅やふきのとうといった春の山野草、

書道や絵画、陶芸など力作が展示されていました。



まちの話

町木ともなっているブナの自生地の南限といわれ、自然環境保全地域に
指定されている白髪岳山頂付近の貴重な植物を鹿の食害から守ろうと、２
月３日、熊本南部森林管理署、白髪岳を守る山の会、町林業振興課、商工
観光課の関係者約40名が残雪を踏みしめて登山。
氷点下の気温で樹氷の世界となった山頂付近で高さ1.8ｍの防護ネットを

100ｍにわたって張り巡らせました。
山頂付近は、相次ぐ台風による倒木や下層植物が枯れるなど貴重な自然

環境の悪化が問題となっていましたが、近年特に鹿による食害も発生して
いるために今回の作業実施となったものです。白髪岳を守る山の会の豊永
会長は、「今後も月に一度は調査していきたい。」と話されていました。

２月４日、せきれい館自主事業として午前中に「童謡コンサート」、午後
からは「読み聞かせ講座」が行われました。
午前10時から始まった童謡コンサートでは、県内で活躍されている

「DOYO組」の二人により「こぶたぬきつねこ」や「汽車ぽっぽ」などおな
じみの歌が歌われると、町内の保育園や幼稚園から参加した約260名の子ど
もたちも歌ったり、踊ったり一緒に楽しみました。最後は「世界に一つだ
けの花」をみんなで大合唱。音楽に触れる楽しい時間となったようです。
また、午後からの読み聞かせ講座では、ラジオのパーソナリティーでお

なじみの岡まゆみさんを講師に迎え、保育士などを対象に魅力ある読み聞
かせの方法について講座が行われました。

あさぎり町の特産品販売のルートを拡大しようと２月10日、（有）ふ
るさと振興社と福岡県で熊本県の特産品を取り扱う（株）サーパスとの
販売取引に関する調印式が役場本庁舎で行われました。
（株）サーパスの藤本社長は「福岡の拠点として一緒に頑張っていき

たい。地元では当たり前でも福岡では需要があるものがある。」と販売
に意欲を見せられていました。当面は豆乳をはじめ豆腐や厚揚げ、みそ
など大豆製品を取引されるということです。

日本の森林管理を学ぼうと２月22日、韓国の国立釜山大学の研究員や
学生があさぎり町を訪れました。一行は慶尚北道鬱珍郡王避川一帯の自
然生態系保全地域に対する管理基本計画を策定中で、地域レベルでの取
り組みや管理計画、住民に対する支援策などを参考にしたいと白髪岳や
ビハ公園を視察。
白髪岳を守る山の会の蓑田冨七事務局長より台風被害や鹿被害からの

ブナ林の保護の仕方について説明を受け、熱心に聞き入っていました。



まちの話

町の無形民俗文化財のひとつ、二子地区の「九州相良古代踊り」の８年ぶりとなる役譲り（踊り手の交代）
披露が、２月６日、冷たい雨が降りしきる中、地元の二子農事研修センター前で行われ、白い息を吐きながら
の勇壮な踊りに合わせた太鼓と鉦の音が響き渡りました。
この踊りは、後世に貴重な伝統芸能を残していこうと保存会で昨年１２月から練習を開始。火の神地蔵の祭

りを開く旧暦の１月９日に合わせての披露となったものです。
早くから詰めかけた地元の方々の前でずぶ濡れになりながらの熱演に涙ぐんで拍手を送られる方もおられ、感
慨深いお披露目となったようです。保存会の山下忠憲会長は、「皆様方のおかげで無事奉納することが出来ま
した。」とあいさつ。
またひとつ地域に残る貴重な文化財が地元有志の方々の熱意と努力により、見事に継承されました。

２月19日あさぎり町ひなまつりのオープニング記念式典が行われ、３月19日までの１ヶ月間にわたりあさぎ
り町ひなまつりが開催されました。
式典では、犬童町長や関係者によるテープカットの後、一期一会ジュニアによる太鼓の演奏が披露され華や

かに幕開け。ポッポー館１階の展示会場にはひな人形をはじめ、土雛や町内の手芸グループがひな祭りをテー
マに制作された押し花、パッチワーク、絵手紙などが展示。また、当日は来場者につきたて紅白餅のプレゼン
トや、商工会女性部によるバザー、５日には甘酒のふるまいやお菓子のつかみ取りも行われ、多くの来場者で
賑わっていました。



今年で36回目を迎えた球磨
郡青年団協議会の町村対抗駅
伝大会が２月５日、あさぎり
町深田東の郡青年会館前をス
タート・ゴールとする８区間、
16.56kmの周回コースにオープ

ン参加を含む13チームが参加して開催。昨年に引き続き
２連覇を狙ったあさぎり町青年団は、後半に追い上げた
ものの惜しくも２位でのゴールとなりました。

まちの話

受験に向けて頑張っている３年生を励まそうと、２月25日、せ
きれい館で深田校区婦人会（高田幸子会長）主催により毎年恒例
となった「深田中学校３年生を励ます会」が行われました。
テーブルには婦人会役員８名で朝早くから作られたカツカレー、

中華スープ、サラダや旬のイチゴが並べられ、高田会長が「貴重
な時期に開催しましたが、私たちも受験を経験しているので少し
でも皆さんの力になれば。」と挨拶。出席した23名の３年生は、
「地域ぐるみでこういう会を開いてもらって嬉しい。」と話され、
おいしいカレーにおかわりが続出していました。
自分の目標をしっかり持って高校へ行っても頑張って下さいね！

あさぎり町社会福祉協議会の主催による「第11回薬師温泉まつり」が２
月11日ヘルシーランドで開催されました。午前中はゲートボール、グラウ
ンドゴルフ大会が開かれ、熱戦が繰り広げられました。午後からのアトラ
クションでは会場いっぱいに詰めかけた来場者が上第一保育所の園児のか
わいい舞踊やキンキラ劇団の漫談など催し物で大賑わい。
また、屋外では恒例の「クマソ鍋」、球磨産牛肉の販売・焼肉コーナー

もあり、楽しい一日を過ごしました。

２月17日、旧須恵村議会議員
で昨年10月に亡くなられた愛甲
五郎兵衛氏に自治功労として旭
日單光章の伝達が行われました。
故愛甲氏は、昭和34年から昭

和46年までの３期12年の永きに
わたり旧須恵村議会議員に在職

され、昭和42年度からの中球磨５か町村による第一次農業構
造改善事業などへの取り組みを実現されるなど地方自治に多
大な貢献をされ、この度の受章となりました。

２月23日、小学校入学を前に

した須恵保育所さくら組10名と

保護者を対象に交通安全教室が

開催されました。ダミー人形を

使い車が急に止まれないという

ことや、横断歩道の渡り方を学

び、実際に手を上げて横断歩道

を渡る練習をしました。

２月14日、せきれい館で老人
クラブ深田支部の交通安全大会
が開催されました。
一人ひとりに交通安全や火災予
防に努めてもらおうと開催され
たもので、当日は約80名が出席。

多良木警察署寺本和宏交通課長より交通事故防止、上球磨
消防署西昭悟警防課長より火災予防に関する講話が行われ、
参加者は時折うなずきながら熱心に聞かれていました。



４歳児歯科健診で
むし歯がなかったお友達

健康のページ 健康のページ 健康のページ 

今回の健診では、28名中８名（28・６％）の子どもたちにむ

し歯がありませんでした。むし歯保有率は、平成17年度１年間

の平均は67・８％でした。

７年前の平成10年度のむし歯保有率は79・１％、その後減

少してきていることから、年々子ども達の歯の状態はよくなっ

てきています。それで

も、まだまだ県や国の

平均に比べると多い状

況です。

あさぎり町の子ども

達が、みんな元気な歯

で育っていけるように

なりましょうね!!

中田　照真くん（免田）
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小林　璃音ちゃん（上）

木下真菜美ちゃん（岡原）

小田　　翔くん（岡原）久保田有虹ちゃん（岡原）

上田栄次郎くん（免田）

《お知らせ》
受付時間：午後１時～１時15分受付（時間厳守）
終了時間：午後２時30分頃
会　　場：免田保健センター・上保健センター

《接種前に気をつけていただくこと》
☆他の予防接種との間隔

生ワクチン（BCG・ポリオ・MR〔麻しん･風
しん混合〕など）接種後は４週間

不活化ワクチン（三混など）接種後は２週間
☆現在通院中の方や１週間以内に病院を受診された
方・けいれんを起こしたことのある方は、該当の予
防接種を受けてよいか主治医に確認をしてください

☆大きな病気をしたらしばらく接種を控えましょう
水痘・麻しん・風しんは治って４週間後から
突発性発疹・りんご病は治って２週間後から
おたふくかぜは２週間～４

週間後（主治医の許可をもらって
から）

《お問い合わせ先》
あさぎり町　健康福祉課
保健指導班(福祉センター２階）
蕁４５－５１３３

３種混合（初回） ：３ヶ月を過ぎたら３回受けましょう（３～８週間隔で）

対　　象 期　日 曜 会　場 対象地区

H11年４月～H18年４月生まれで

１期初回を受けていない方

１回目
8月 1日 火 免田保健センター 上・岡原･免田

8月 8日 火 免田保健センター 免田・須恵・深田

２回目
8月25日 金 免田保健センター 上・岡原･免田

8月29日 火 免田保健センター 免田・須恵・深田

３回目
9月15日 金 免田保健センター 上・岡原･免田

9月19日 火 免田保健センター 免田・須恵・深田

３種混合（追加） ：初回接種後、約１年後に１回受けましょう

対　　象 期　日 曜 会　場 対象地区

初回接種が済み

１２ヶ月以上経過した方

9月 20日 水 免田保健センター 上・岡原・免田

9月 27日 水 免田保健センター 免田

9月 29日 金 免田保健センター 免田･須恵・深田

４歳児歯科健診で
むし歯がなかったお友達



あさぎり町地域包括支援センターを開設します

健康のページ 健康のページ 健康のページ 

稲田　亜美ちゃん（上）

溝辺　皇希くん（免田）

平成18年度前期予防接種日程表(４月～９月）
※対象となるお子さまがいらっしゃるご家庭は、保管してご利用ください。

４月～９月までの予防接種の日程が決まりましたのでお知らせします。

該当の方には３～４週間前に個人通知いたしますが、ご不明の場合はお問い合わせください。

ＢＣＧ ：６ヶ月までに１回受けましょう
6ヶ月以降1歳までは任意接種として受けることができます。
通知はいたしません。

対　　象 期　日 曜 会　場 対象地区

H17年10月12日～H18年2月10日生まれ 4月11日 火 免田保健センター 全　域

H17年12月17日～H18年4月15日生まれ 6月16日 金 免田保健センター 全　域

H18年 2月19日～H18年6月17日生まれ 8月18日 金 免田保健センター 全　域

ポリオ ：３ヶ月を過ぎたら受けましょう

対　　象 期　日 曜 会　場 対象地区

H11年１月～H１８年１月生まれで

２回受けていない方

5月 8日 月 上保健センター 上・岡原･免田

5月11日 木 免田保健センター 免田

5月12日 金 免田保健センター 免田

5月18日 木 免田保健センター 免田・須恵・深田

ＭＲ１期（麻しん・風しん混合） ：１歳を過ぎたら２歳までに受けましょう

対　　象 期　日 曜 会　場 対象地区

H16年 4月27日～H17年 4月28日生まれ 4月28日 金 免田保健センター 全　域

H16年 7月 3日～H17年 7月 4日生まれ 7月 4日 火 免田保健センター 全　域

H16年 9月 4日～H17年 9月 5日生まれ 9月 5日 火 免田保健センター 全　域

４月から業務を開始します。

＜地域包括支援センターは、こんな業務をします！＞

①介護認定で、要支援１・要支援２と判定された方の、介護予防サービス計
画をたて、サービスの利用ができるよう支援します。
②介護認定は受けていないけれども、体力の低下などで生活に不安のある方
などの介護予防のための支援をします。
③町民の皆様の各種相談に応じ、相談内容によって関係機関をご紹介したり、
必要なサービスや制度が利用できるように支援します。
④高齢者に対する虐待の防止や、権利擁護のための相談に応じます。
⑤介護支援専門員や主治医などと連携をとり、高齢者一人ひとりの状態の変
化に対応した支援を行います。
⑥認知症にやさしい地域づくりネットワーク事業やSOSネットワークの普及
を図ります。
＊ご相談は、お電話でもご来所でも結構です。ご希望があればご自宅に訪問
いたします。保健師、介護福祉士が担当いたします。

＜連絡先＞　　あさぎり町　地域包括支援センター

所在地　：　あさぎり町総合福祉センター内

蕁 ：　０９６６－４５－７２３１（直通）
ＦＡＸ　：　０９６６－４９－９５３５

あさぎり町地域包括支援センターを開設します
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乳幼児健診日程
まがいらっしゃるご家庭は、保管してご利用ください。

★６ヶ月児健診★ 

★１才６ヶ月児健診★ 

★３才児健診★ 

 日　付 対　象　者 受付時間 

  4月10日 H17．9月生まれの方  

  5月  8日 H17．10月生まれの方 午前9時15分 

  6月12日 H17．11月生まれの方 ～9時30分 

  7月10日 H17．12月生まれの方  

  8月  7日 H18．1月生まれの方  

  9月11日 H18．2月生まれの方 終了予定時間 

10月10日 H18．3月生まれの方  

11月  6日 H18．4月生まれの方  

12月  4日 H18．5月生まれの方 午前11時30分ごろ 

  1月  9日 H18．6月生まれの方  

  2月13日 H18．7月生まれの方  

  3月12日 H18．8月生まれの方  

 日　付 対　象　者 受付時間 

  
6月
  
1日
 
H14．11月～12月生まれの方

  

  午後１時 

  
7月6日

 
H15．1月～2月生まれの方

 ～１時30分 

     

  
9月28日

 
H15．3月～4月生まれの方

  

  終了予定時間 

11月16日
 
H15．5月～6月生まれの方

  

   

  
1月25日

 
H15．7月～8月生まれの方

 午後3時30分ごろ 

   

  
3月22日

 
H15．9月～10月生まれの方

  

 日　付 対　象　者 受付時間 

  5月16日 H16．9～10月生まれの方 
午後１時

 

  7月20日 H16．11月～12月生まれの方 
～1時30分

 

  9月21日 H17．1～2月生まれの方  

11月14日 H17．3～4月生まれの方 終了予定時間 

  1月16日 H17．5～6月生まれの方 
午後3時30分ごろ

 

  3月13日 H17．7～8月生まれの方  

※対象者数により2日間になる 
　ことがあります 

※3歳児学級を受けた方のみ 

★１才２ヶ月児育児学級★ 

★２才児歯科健診★ 

★４才児歯科健診★ 

 日　付 対　象　者 受付時間 

  4月24日 H17．2月生まれの方  

  5月22日 H17．3月生まれの方 午前9時15分 

  6月26日 H17．4月生まれの方 ～9時30分 

  7月24日 H17．5月生まれの方  

  8月28日 H17．6月生まれの方  

  9月25日 H17．7月生まれの方 終了予定時間 

10月23日 H17．8月生まれの方 　   

11月27日 H17．9月生まれの方  

12月18日 H17．10月生まれの方 午前11時30分ごろ 

  1月22日 H17．11月生まれの方  

  2月26日 H17．12月生まれの方  

  3月26日 H18．1月生まれの方  

 日　付 対　象　者 受付時間 

  4月18日 H13．12～Ｈ14.1月生まれの方 
午後1時

 

  6月20日 H14．2～3月生まれの方 
～1時30分 

  8月22日 H14．4～5月生まれの方  

10月17日 H14．6～7月生まれの方 終了予定時間 

12月19日 H14．8～9月生まれの方 
午後3時30分ごろ

 

  2月20日 H14．10～11月生まれの方  

 日　付 対　象　者 受付時間 

  4月13日 H15．12～Ｈ16.1月生まれの方 
午後１時 

  6月15日 H16．2～3月生まれの方 
～1時30分

 

  8月10日 H16．4～5月生まれの方  

10月12日 H16．6～7月生まれの方 終了予定時間 

12月14日 H16．8～9月生まれの方 
午後2時30分ごろ

 

  2月15日 H16．10～11月生まれの方  

※対象者数により2日間になる 
　ことがあります 

※対象者数により受付時間を 
　指定することがあります 

☆お問い合わせ先  
　あさぎり町　健康福祉課  
　保健指導班【福祉センター２階】 
　　　　　（蕁　４５-５１３３） 



平成18年度健康教室のお知らせ

健康福祉課では、生活習慣病予防のための教室を

下記のとおり行ないます。

今年のキーワードは「内臓脂肪」です。内臓脂肪

を原因として治療するほどではないがやや高血圧・

高脂血症・高血糖の状態をメタボリック症候群とい

います。この状態を放っておくと動脈硬化をひきお

こし脳血管疾患や心臓病など命にかかわる病気をひ

きおこします。「やや太り気味だ」「年々体重が増え

ている」「今まで異常なしだったのに、最近健診の

結果気になるところが出てきた」という方はぜひ参

加下さい。

教室の内容・期間によって3段階に分かれています。

１、 じっくり勉強してみたい方や１人ではなかな

か実践ができない方へ

ヘルスアップ３ヶ月コース

（◎５～７月コース・◎９～11月コースの2コー

スがあります）

○３ヶ月の期間に５回の教室があります。（午前中

のみ）

○最初と最後は個人面接を行い、個人の目標設定と

具体的なとりくみについて話し合います。

○間の３回は栄養士・運動指導士による専門的な学

習を行ないます。

○３ヶ月間継続して記録をつけ、定期的な計測を行

ないます。

２、 忙しくて時間が取れない方やコツがわかれば

一人でできる方へ

ヘルスアップ１日コース

（７月・９月・11月・１月・３月に各１日実施）

○午前：栄養指導、午後：運動指導の一日教室です。

○体験学習を中心として、自分の目標を設定します。

その後は希望があれば個別面接をしていきます。

３、 決められた日時になかなか都合がつかない方へ

メタボリック症候群予防相談（毎月）

○一応日時を決めて月１回実施予定ですが、都合が

つかない方は随時相談に応じます。（決まった日

は行事予定表に記載します）

○前日までにお電話にて予約をして下さい。

○30分～１時間程度の個別相談に保健師または栄養

士が応じます。

＊メタボリック症候群以外のことでも、健康管理上

の相談事がある方はお気軽にご連絡下さい。

１の５～７月コースについては、４月28日（金）

までに下記にお申し込み下さい。２・３については

随時申し込み可能です。

あさぎり町健康福祉課　保健指導班

〔福祉センター２階〕

蕁 ４５－５１３３

平成1８年度乳
※対象となるお子さま

☆　場所は、全て免田保健センターです 

★３ヶ月児健診★ 

★９ヶ月児健診★ 

★３才児学級★ 

 日　付 対　象　者 受付時間 

  4月  5日 H17．12月生まれの方 

  5月10日 H18．1月生まれの方 午後１時 

  6月  7日 H18．2月生まれの方 ～１時30分 

  7月  5日 H18．3月生まれの方  

  8月  2日 H18．4月生まれの方  

  9月  6日 H18．5月生まれの方 終了予定時間 

10月  4日 H18．6月生まれの方  

11月  1日 H18．7月生まれの方  

12月  6日 H18．8月生まれの方 午後３時30分ごろ 

  1月10日 H18．9月生まれの方  

  2月  7日 H18．10月生まれの方  

  3月  7日 H18．11月生まれの方  

 日　付 対　象　者 受付時間 

  4月27日 
H14．11月～12月生まれの方

 午前9時～ 

  　  28日  9時15分  

  6月22日 
H15．1月～2月生まれの方

 or 

    　23日   午後1時～ 

  8月24日 
H15．3月～4月生まれの方

 1時15分 

  　  25日  終了予定時間 

10月26日 
H15．5月～6月生まれの方

  

  　  27日   午前11時30分ごろ 

12月21日 
H15．7月～8月生まれの方

 or 

    　22日  午後3時30分ごろ 

  2月22日 
H15．9月～10月生まれの方

 

  　  23日  

 日　付 対　象　者 受付時間 

  4月26日 H17．5～6月生まれの方 
午後１時

 

  6月28日 H17．7～8月生まれの方 
～１時30分

 

  8月23日 H17．9～10月生まれの方  

10月25日 H17．11～12月生まれの方 終了予定時間 

12月20日 H18．1～2月生まれの方    午後３時30分ごろ 

  2月28日 H18．3～4月生まれの方  

※対象者数により受付時間を 
　指定することがあります 

※対象者数により午前･午後に 
　なることがあります 



県球磨地域振興局が主催する「ひとよし・くま元気キッズメニューコンテスト」
で、須恵保育所の調理師恒松ちえみさん（阿蘇）が最優秀賞に輝きました。
これは、食育活動の一環として今回初めて実施されたもので、１月初旬に献立

表による一次審査、２月20日には一次審査を突破した個人、団体10作品で調理審
査と試食審査が行われました。審査基準は栄養量、栄養バランス、味、見た目が
よく子どもの食欲をそそるか、調理方法が簡単で普及性があるかなど。
今回の受賞メニューは、昨年６月のお誕生会のメニューに「あじさ

いをもってこれないか」と、考えていた時思いつかれた作品で、他の
メニューも６月をイメージ。「あじさいごはん」「鯖の高野とうふの衣
揚げ」「春雨スープ」「キュービックサラダ」「あじさい蒸しパン」の
５品で、恒松さんは「受賞は涙が出るほどうれしかった。普段の給食
のメニューは町立保育所の調理師みんなで話し合い献立を立てていま
す。お誕生会の時は独自のメニューになるのでなるべく季節感を出す
ように工夫しています。」と笑顔で話されていました。

料　理　名 食　　品　　名 使用量 作　　　り　　　方

あじさいごはん 米
紅芋
塩

１６０ｇ
１２０ｇ
少々

・紅芋は１㎝角切りにする
・洗った米に紅芋と塩少々を入れて炊く

鯖の高野とうふ
の衣揚げ

鯖
高野豆腐
人参
青のり
油
卵
小麦粉

２００ｇ
４０ｇ
５０ｇ
少々

１個
１００ｇ

・鯖は三枚おろしにする
・高野豆腐は水につけて戻し、絞った後カッ
ターで小さくする（①）

・人参もカッターで小さくする（②）
・魚に、小麦粉、卵をつけ、①と②青のりを
混ぜ合わせた物を衣につけて油で揚げる

春雨スープ 人参
きゅうり
春雨
かつお
（だし）
醤油
みりん

５０ｇ
５０ｇ
２０ｇ
少々

小さじ１
少々

・野菜は千切りにする
・かつおだしを取る
・醤油とみりんで味付けをする

キュービックサ
ラダ

きゅうり
プロセスチーズ
トマト
パプリカ（赤）
たけのこ
コーン缶
プルーン
ごま油
醤油
酢
砂糖

１００ｇ
５０ｇ

１００ｇ
５０ｇ
５０ｇ
５０ｇ
５ｇ

少々
２０ｇ
２０ｇ
１５ｇ

・野菜とチーズはサイコロ状に切る
・プルーンは小さく切る
・ごま油、醤油、酢、砂糖を混ぜドレッシン
グを作り野菜と和える

あじさい蒸しパ
ン

紅芋
ホームケーキミックス粉
牛乳

８０ｇ
１６０ｇ
４０ｇ

・紅芋を１㎝角切りにする（①）
・ミックス粉と牛乳、①を混ぜ、アルミカッ
プに入れ蒸す

◆献立◆　４人分
献立のポイント‥あじさいごはんは６月にあじさいの花をイメージし、季節感を出すために考えたものです。高野豆腐は、安価

で栄養価も高く、パン粉のように違和感がなく食べられます。サラダは鉄不足を補うためにということと、見た目がかわい
いということにポイントをおきました。

元気キッズメニューコンテスト最優秀に輝く 元気キッズメニューコンテスト最優秀に輝く 元気キッズメニューコンテスト最優秀に輝く 
恒松ちえみさん（須恵保育所） 恒松ちえみさん（須恵保育所） 



「
子
ど
も
が
急
に
病
気
を
し
た

け
ど
は
ず
せ
な
い
仕
事
が
・
・
・
」

「
上
の
子
を
病
院
に
連
れ
て
行

く
間
下
の
子
を
預
か
っ
て
も
ら
え

た
ら
・
・
・
」

「
保
育
園
の
お
迎
え
に
間
に
合

わ
な
い
・
・
・
」

子
育
て
中
毎
日
で
は
な
く
て

も
、
こ
の
よ
う
な
悩
み
は
つ
き
も

の
で
す
ね
！
そ
う
い
う
す
き
間
の

お
手
伝
い
を
「
き
っ
ず
は
う
す
」

会
員
が
ホ
ッ
と
あ
た
た
か
い
雰
囲

気
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
活
動
内
容

・
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
宅
で
の
一
時

預
か
り

・
病
気
静
養
中
の
お
子
さ
ま
の
預

か
り
　
な
ど

☆
対
象
年
齢

・
０
歳
〜

☆
ご
利
用
時
間
と
料
金
（
１
時
間

あ
た
り
）

・
平
日

午
前
８
時
〜
午
後
７
時

５
０
０
円

午
後
７
時
以
降
　
６
０
０
円

・
土
日
、
祝
日
　
　
６
０
０
円

利
用
時
間
に
つ
い
て
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
食
事
付
き
の
場
合
は
別
料
金
に

な
り
ま
す
）

☆
送
迎
な
ど

・
原
則
と
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
宅
ま

で
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

き
っ
ず
は
う
す
の
会
員
は
次
の

方
々
で
す
。
な
る
べ
く
近
く
の
方

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

都
合
が
悪
い
場
合
は
、
メ
ン
バ

ー
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
お
答
え

し
ま
す
。

チャイルドシート購入費補助制度廃止について
平成18年３月31日をもって、補助金交付基準の見直しのため同制度は廃止となります。

《きっずはうす会員》

浦本　４５－０９１１（八幡）

藤本　４５－１７３７（堀の角）

渕田　４７－０９０４（永里）

高田　４５－２３６３（塚の脇）

溝口　４５－２５６６（堀の角）

桑原　４５－１２５８（永才）

鋤崎　４５－０９３３（下乙）

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
を
お
手
伝
い
し
ま
す

あ
さ
ぎ
り
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
「
き
っ
ず
は
う
す
」

受益者負担の適正化、公平性の観点から、平成18年度の保育料の見直しを行います。
【見直し前】 ＊２人以上同時に入所している世帯の保育料合計額は３万円が上限となります。
【見直し後】 ＊上文　撤廃

☆注意☆　保育料基準額表は変更ありません。

保育料基準額表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

平成18年度保育料について（お知らせ）

※入所児童が２人いる第２階層から第４階層の世帯は、保育料が低い方は全額、高い方は半額となります。
※入所児童が２人いる第５階層から第７階層の世帯は、保育料が高い方は全額、低い方は半額となります。
※３人以上同時に入所している場合は、一番低い保育料が無料となります。
※子どもが３人以上いる世帯や母子世帯等は、保育料が軽減される場合があります。

階　　層　　区　　分
あさぎり町基準 国基準（参考）

３歳未満 ３歳以上 ３歳未満 ３歳以上

第１階層 生活保護法による被保護世帯 0 0 0 0 

第２階層 市町村民税非課税世帯 4,000 3,100 9,000 6,000 

第３階層

市町村民税課税世帯のうち
均等割のみの世帯 10,000 7,100 

19,500 16,500 
市町村民税課税世帯のうち

所得割がある世帯 14,400 11,000 

第４階層
所得税課税世帯

※所得税額は住宅借入金
特別控除前の額で計算し
ます

所得税合計額が
32,000円未満 18,000 14,000 

30,000 27,000 
32,000円以上
64,000円未満 25,000 16,000 

第５階層 64,000円以上
160,000円未満 27,000 18,000 44,500 41,500 

第６階層 160,000円以上
408,000円未満 28,000 20,000 61,000 58,000 

第７階層 408,000円以上 30,000 22,000 80,000 77,000 

お問い合わせ先：あさぎり町健康福祉課　福祉班　蕁45－7214�（福祉センター　１階）



行革通信  行革通信  
「夢ふくらむまち」に向けた新たな取り組み 

蕁



峠
の
秋

与
吉
が
小
間
物
類
を
背
負
う
て
、
旅
か
ら
旅
へ
商

（
あ
き
な
）
っ
て
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
四
歳
の

頃
で
、
着
物
に
は
お
ろ
し
た
肩
揚
げ
の
あ
と
が
残
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
与
吉
は
、
大
人
た
ち
が
驚
く
ほ
ど
商

売
熱
心
だ
っ
た
。
そ
れ
に
ど
ぎ
つ
い
駆
け
引
き
を
す
る

こ
と
も
な
く
、
い
つ
か
お
客
た
ち
は
与
吉
が
年
に
何
回

か
廻
っ
て
く
る
の
を
覚
え
て
、
心
待
ち
し
て
い
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
五
年
が
過
ぎ
て
、
十
九
の
若
者
と
な
っ
た

与
吉
は
、
も
う
旅
の
行
商
か
ら
足
を
洗
っ
て
、
町
に
店

を
構
え
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
お
金
を
貯
め
て
い
た
。

こ
ん
な
与
吉
に
、
嫁
を
世
話
し
よ
う
と
い
う
話
は
た

く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
与
吉
は
み
ん
な
断
っ
た
。

与
吉
は
麓
の
旅
館
で
五
年
ご
し
働
い
て
い
る
娘
が
嫁
に

欲
し
か
っ
た
の
だ
。
娘
は
加
代
と
い
う
名
で
、
噂
に
よ

る
と
近
い
身
よ
り
も
な
く
、
そ
れ
を
宿
の
主
人
夫
婦
が

愛
（
い
と
）
し
が
っ
て
、
特
別
目
を
か
け
て
い
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
与
吉
は
宿
の
主
人
に
自
分
の
心
を
打
ち

あ
け
た
。

主
人
は
た
い
へ
ん
喜
ん
で
、
加
代
を
自
分
の
娘
分
と

し
て
与
吉
の
嫁
に
く
れ
る
と
言
っ
た
。
与
吉
は
こ
の
う

れ
し
い
便
り
を
故
里
の
両
親
に
伝
え
る
た
め
、
峠
を
越

え
て
帰
る
こ
と
に
き
め
た
。

「
そ
ん
な
ら
加
代
に
も
、
あ
な
た
の
故
里
を
見
せ
て

や
っ
て
は
く
れ
ま
い
か
。
そ
し
て
、
ご
両
親
や
兄
妹
衆

に
も
引
き
合
わ
せ
て
や
っ
て
く
れ
ま
い
か
。」
と
主
人

は
言
っ
た
。
そ
れ
は
与
吉
も
望
む
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

与
吉
は
加
代
を
助
け
て
険
し
い
峠
を
越
え
る
こ
と
に

し
た
。

ち
ょ
う
ど
秋
の
最
中
（
さ
な
か
）
で
、
山
々
の
紅
葉

は
花
よ
り
も
美
し
く
二
人
の
目
に
し
み
た
。
さ
て
、
峠

の
い
た
だ
き
に
辿
（
た
ど
）
り
つ
い
た
二
人
は
し
ば
ら

く
疲
れ
た
足
を
休
め
て
い
た
が
、
や
が
て
峠
の
下
り
に

か
か
ろ
う
と
し
て
、
与
吉
は
ま
た
石
の
よ
う
に
立
ち
止

ま
っ
た
。「
ど
う
か
し
ま
し
た
か
。」
と
心
配
そ
う
に
訊

（
た
ず
）
ね
る
加
代
に
、
与
吉
は
言
っ
た
。

「
峠
の
向
こ
う
は
僕
の
故
里
で
す
。
そ
し
て
、
そ
こ

は
部
落
（
ム
ラ
）
で
す
。
僕
は
今
ま
で
そ
れ
を
隠
し
て

い
た
の
で
す
。」

そ
の
与
吉
の
胸
に
顔
を
う
ず
め
て
加
代
は
よ
よ
と
泣

い
た
。
泣
き
な
が
ら
加
代
は
言
っ
た
。

「
本
当
は
、
わ
た
し
も
部
落
の
娘
な
の
で
す
。」

同
　
和
　
問
　
題 

あさぎり町教育委員会人権だより No.20

こ
の
物
語
は
、
住
井
す
ゑ
著
「
橋
の
な
い
川
・
第
一
部
」
で
、

弟
へ
大
阪
の
兄
が
送
っ
て
く
れ
た
少
年
雑
誌
（
大
正
初
期
）
の

中
か
ら
抄
出
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
だ
弟
の
孝
二
に
は
、

遠
い
と
こ
ろ
の
話
で
は
な
く(

孝
二
お
前
も
部
落
の
子
や
ぞ)

言

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
雑
誌
を
風
呂
の
た
き
口
か
ら

火
の
中
に
投
げ
こ
み
ま
す
。

＊
主
人
公
の
与
吉
が
自
分
の
故
里
を
隠
し
、
峠
を
越
え
な
か

っ
た
ら
･
･
･
＊
加
代
が
部
落
の
娘
で
な
か
っ
た
ら
･
･
･
＊
夕
日

の
さ
す
故
里
へ
向
か
っ
て
下
っ
て
行
く
二
人
の
心
情
は
･
･
･

当
時
、
彼
ら
は
学
校
で
は
先
入
観
や
予
断
・
偏
見
か
ら
酷
い

い
じ
め
を
受
け
、
社
会
で
も
不
当
な
人
間
差
別
が
闊
歩

か
っ
ぽ

し
て
い

ま
し
た
。
与
吉
も
孝
二
も
「
部
落
の
子
」
と
い
う
運
命
に
疑
問

を
抱
き
、
嘆
き
と
怒
り
を
心
の
底
に
し
み
込
ま
せ
な
が
ら
も
力

強
く
明
る
さ
を
失
わ
ず
、
部
落
差
別
の
重
圧
と
闘
い
な
が
ら
生

き
て
い
き
ま
す
。

明
治
四
年
の
『
解
放
令
』
で
被
差
別
身
分
は
廃
止
さ
れ
て
百

三
十
年
、
新
憲
法
の
十
三
条
で
「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に

平
等
で
あ
っ
て
、
･
･
･
差
別
さ
れ
な
い
」
と
制
定
さ
れ
て
五

十
五
年
を
経
た
今
日
な
お
部
落
差
別
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
？

あ
る
外
国
人
は
言
っ
た
。

「
同
じ
日
本
人
で
、
言
葉
も
皮
膚
の
色
も
同
じ
で
同
じ
文
化

を
持
っ
て
い
る
。
身
分
制
度
も
と
っ
く
に
な
い
の
に
部
落
差
別

を
な
ぜ
引
き
ず
っ
て
い
る
の
か
」

同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
は
、
国
・
行
政
の
責
務
で
あ
り
、

同
時
に
国
民
的
課
題
で
す
。

（
文
責
　
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
班
　
丸
目
敏
輝
）



今年４月からいよいよ「障害者自立支援法」が施行され
ます。
この法律が出来る事を知った時、僕は「日本の福祉はど

う変わっていくのだろう？」と思ったし、期待もしていま
した。そして、この法律に関する説明会にも何度か行きま
した。しかし、改正される制度・内容が不透明でわかりに
くく、僕が説明を聞く中で感じた事は「この法律ができれ
ば障害者はこれまで以上の経済的負担は避けられず、ます
ます苦しくなる。」という事でした。
そしてこれは僕だけでなく、家族（両親）に対しても同

じ事が言えると思います。これまで色々な面で負担をかけ
てきたのに、これからまた辛く苦しい思いをさせてしまう
と思うと、とても申し訳ない気持ちでいっぱいです。
他にも３障害（身体・知的・精神）の一元化など、施行

目前ではありますが、この法律にはまだまだ多くの課題・
問題点が山積していると思います。
僕が今の日本の社会福祉を見ていて一番強く感じる事、

それは「声が届かない」という事です。
国会での法成立の瞬間、テレビの画面を通して実際に自

分の目でその光景を見た時、僕は唖然としました。それは
文字通りの強行採決でしかありませんでした。国会議事堂
の外では、障害者の人たちが不自由な体をおして、「法律
成立反対」を一生懸命訴えているのに、国は当事者自身の
声を聞くことなく、成立させたのです。
この法律の本来の目的、それは障害者を『支援』する事

であるはずです。しかし、実際は『負担』ばかりを求めて
いるにも関わらず、『自立支援法』と言っている。僕はそ
こにこの法律の矛盾を感じるのです。これでは自立どころ
か、障害者（障害者のいる家族）の生活を今以上に苦しめ
るだけであると思います。
僕は今、あさぎり町に住む障害者（家族）の人たちと

『あすなりネットワー
ク』という会をつくり
月に一回例会を開き、
お互いに色々な意見を
出し合い、これからの福祉について話し合っています。
今のテレビ報道を見ていると、凶悪な事件・事故そして

少子・高齢化の問題等が、長い時間をかけて報道されてい
ます。確かにそれも大切な事であるとはわかっています。
しかし、それに比べ『自立支援法』に関してはあまり報道
されていません。情報化が進んだと言われる現代にあって、
この法律に関する情報だけがなぜ少ないのか？僕にはそれ
が不思議でなりません。こんな状態では福祉は到底良くな
らないし、一生不安な気持ちのまま生きていかなければな
りません。僕たちが今一番欲しい物、それは情報であると
いうことをわかってほしいと思います。
このままでは日本の社会福祉は、確実に下降の一途をた

どると思います。今、日本にいる何千・何万という障害者
の人たちが、全国で声をあげています。国や県はもっと当
事者の声を聞いてください。『障害者自立支援法』施行後、
障害者を取り巻く環境は、いっそう厳しさを増すでしょう。
この状況を打開するには、国・県・町の連携が必要不可欠
であると考えています。
最後に、今回僕はこの紙面上にこの法律に関しての、正

直な自分の気持ちを書かせていただきました。これを読ん
でいただいた方々が、障害を持つ人たちが置かれている現
状を少しでも理解していただければ幸いです。
あさぎり町は、これからまだまだ発展可能な町です。

住んでいる人誰もが快適で豊かに暮らせる町、これから
のあさぎり町がそんな町になることを僕は心から願って
います。

障害者自立支援法施行に思うこと

★小口さんは小児マヒで両足に障害があり、生活の中で車椅子が欠かせません。
このコーナーでは小口さんの視点から日頃感じられることなどをコラムで紹介いたします。

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
受
講
生
募
集

熊
本
県
の
委
託
事
業
で
あ
り
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
活
動
を
さ
れ
る
「
手
話
奉
仕
員
養
成
（
こ
の
終
了
後
は

「
手
話
通
訳
者
養
成
」）
講
座
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
　
時

入
門
課
程
　
平
成
18
年
４
月
19
日
〜
８
月
２
日

毎
週
水
曜
日
　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

（
８
／
３
〜
９
／
５
休
講
）

基
礎
課
程
　
平
成
18
年
９
月
６
日
〜
平
成
19
年
３
月
21
日

毎
週
水
曜
日
　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

（
12
／
21
〜
１
／
９
休
講
）

※
基
礎
課
程
は
、
入
門
課
程
修
了
者
に
限
り

ま
す
。

■
場
　
所

人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

手
話
通
訳
者
を
目
指
す
方
で
、
終
了
後
末
永

く
手
話
通
訳
活
動
が
可
能
な
方
と
し
ま
す
。
手
話
を
知
り

た
い
だ
け
と
い
う
興
味
本
位
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
定
　
員

40
名

■
費
　
用

テ
キ
ス
ト
等
約
３，

０
０
０
円

■
お
申
し
込
み

開
催
当
日
、
会
場
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
達
し
た
場
合
、
遠
慮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
了
承
お
き
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
８
―
０
０
６
１

人
吉
市
蓑
野
町
２
０
０
―
１

財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会
球
磨
支
部

支
部
長
（
手
話
講
師
）

梅
田
　
正
彦

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
６
６
）
―
２
４
―
２
５
５
８

〒
８
６
８
―
０
０
７
２

人
吉
市
西
間
下
町
４
１
―
１

人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

手
話
サ
ー
ク
ル
わ
か
ぎ
人
吉
球
磨
グ
ル
ー
プ
宮
原
　
芳
子

蕁
（
０
９
６
６
）
２
４
―
９
１
９
２
（
職
場
）

蕁
（
０
９
６
６
）
２
４
―
０
４
８
９
（
夜
間
）



Hello,everyone!!
Seeds of Peace 

Many American children get to spend all or part of their
summer vacations at summer camp.  When I was young I
went to camp every summer.  During High School and
College, I worked as a camp counselor during my
summer vacations.
One camp that I worked at for five summers is called the
Seeds of Peace camp.  This is a summer camp in the
state of Maine that has a very special mission.  Seeds of
Peace campers come from regions of the world that are
in conflict.  For example, the largest program at Seeds is
for children from the Middle East including Egyptians,
Israelis, Jordanians and Palestinians.  The children
spend three and a half weeks living together, playing
together and talking together.  
Seeds of Peace has programs for children from
Afghanistan, India and Pakistan, and programs for
children from Cyprus and the Balkans.  In all cases,
children from different sides of conflict, get the chance
to meet with and make friends with their “enemies”.
For many of the campers, Seeds of Peace is the first
place they meet with members of the “other side”.
They often find that they have a lot in common and
want to share a peaceful future.
At Seeds of Peace we say, “In order to make peace
with your enemy, you must first go to war with yourself.”

平和の種
アメリカの子ども達の多くが、夏休みをサマーキャンプで

過ごします。私も子どもの頃、毎年サマーキャンプに参加し

ていました。高校から大学にかけては、指導員として参加し

ました。

私が指導員として５回参加したキャンプの名前は、”

Seeds of Peace”（平和の種）です。このキャンプはメイン

州で開かれますが、特別な使命を持っています。”Seeds of

Peace”の参加者は、対立している世界のいろんな地域から

来ています。例えば、このキャンプの一番大きいプログラム

は、エジプト、イスラエル、ヨルダン、パレスチナを含む中

東の子ども達を対象にしたものです。彼らは３週間半、生活

を共にして、一緒に遊び、一緒に話をします。

また、アフガニスタン、インド、パキスタンの子ども達を

対象にしたプログラムや、キプロスとバルカン諸国の子ども

達を対象にしたプログラムもあります。どのプログラムにお

いても、対立しあう国から来た子ども達にキャンプを通して、

“敵”と親しくなる機会が与えられます。ほとんどの子ども

達にとって、このキャンプが対立国の子ども達と出会う最初

の場となります。キャンプの中で、彼らは多くの共通点を見

付け、平和な未来を分かち合いたいと願います。

“Seeds of Peace”では、「対立している相手と仲直りを

する為には、まず自分自身が努力しなければならない。」と

言われています。

ジョシュア・バーンスタイン（訳：白柿　浩美）

＜今月の英語＞
make friends with -「～と親しくなる」
例文）I made friends with some Americans at the party. 「私はパーティーで、数人のアメリカ人と親しくなった。」

ジョシュア

わたしたち 

ほーび
ゃーです

！

ほーび
ゃーです

！

球磨アマチュア無線クラブ



次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ
さ

ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
多
額
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
芳
志
に

添
う
よ
う
に
慎
重
に
考
慮
し
、
本
町

の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成

年
２
月
１
日
〜
２
月
末
日

受
付
分
ま
で
）
※
敬
称
略

免
田
　
牛
山
　
和
子
　
牛
山
　
祥
一

上
　
　
小
山
ミ
ツ
エ
　
小
山
　
照
國

深
田
　
木
闢

国
男
　
木
闢
ヒ
サ
エ

免
田
　
山
口
ミ
ナ
ヨ
　
山
口
　
貞
義

免
田
　
落
合
　
千
穂
　
落
合
　
　
登

免
田
　
中
尾
　
春
子
　
中
尾
　
正
人

上
　
　
稲
葉
三
千
年
　
稲
葉
キ
ミ
子

免
田
　
溝
口
百
合
子
　
溝
口
　
陸
男

岡
原

今
田
日
出
男
　
今
田
　
敏
子

免
田
　
中
竹
お
ら
く
　
中
竹
　
長
生

岡
原
　
嶋
田
　
清
伸
　
嶋
田
ア
リ
子

深
田
　
前
原
　
順
子
　
前
原
鐵
之
丞

免
田
　
奥
添
　
泰
典
　
奥
添
千
代
子

上
　
　
福
田
　
清
一
　
福
田
千
代
美

上
　
　
犬
童
　
昭
雄
　
犬
童
　
浪
子

（
錦
町
在
住
）

免
田
　
豊
永
　
俊
次
　
豊
永
　
裕
一

（
愛
知
県
在
住
）

須
恵
　
下
薗
　
光
男
　
下
薗
　
義
光

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
　
ナ
イ
ン
ズ

劇
団
は
ぐ
る
ま
座
「
天
狗
の
火
あ
ぶ
り
」

球
磨
公
演
実
行
委
員
会

社
協
へ
の
ご
寄
附

社
協
へ
の
ご
寄
附 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

社
協
へ
の
ご
寄
附 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
読
者
の
方
々
が
日
々
の

活
動
の
な
か
で
制
作
さ
れ
て
い
る
作
品
を
毎
月

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

書
道
・
俳
句
・
詩
・
絵
画
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど

お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

蕁

文

化

の

森

文

化

の

森

 
文

化

の

森

文

化

の

森

 
文

化

の

森

文

化

の

森

 
文

化

の

森

 

学生の保険料納付特例制度

学生の皆さんも20歳になったら、必ず国民年金に
加入して、保険料を納めることが義務となります。
そこで、所得が少ない学生の方には、国民年金保

険料を卒業後に納めることができる「学生納付特例
制度」があり、夜間・定時制・通信制課程の学生も
対象となります。
この制度は、年金を受ける為の必要な期間として

取り扱いますが、追納されなければ年金額の計算に
は入りません。
なお、学生納付特例期間は、４月から翌年３月ま

でです。

○　手続き方法
市町村役場窓口で受付けています。

○　申請に必要なもの
①　学生証（コピー可）若しくは在

学証明書
②　印鑑

※年度が変わると、再度申請が必要とな

ります。引き続き希望する方はお忘れ

なく。

平成18年度　社会保険出張年金相談日について
八代社会保険事務所では、人吉・球磨地区の年金相談所を

下記の日程により開設されますのでご利用下さい。

多良木町役場
（第１木曜日）

人吉総合病院
（第３木曜日）

平成１８年４月 ６日（木） ２０日（木）
５月 ※　　２日（火） １８日（木）
６月 １日（木） １５日（木）
７月 ６日（木） ２０日（木）
８月 ３日（木） １７日（木）
９月 ７日（木） ２１日（木）
10月 ５日（木） １９日（木）
11月 ２日（木） １６日（木）
12月 ７日（木） ２１日（木）

平成１９年１月 ※　　５日（金） １８日（木）
２月 １日（木） １５日（木）
３月 １日（木） １５日（木）

平成１８年度　年金相談日　日程表

※相談時間　午前９時～午後３時
受付時間　午前９時～午前11時30分

午後１時～午後２時30分

※多良木町の５月と１月は、都合により日程を
変更しておりますのでご注意下さい。

あさぎり町　町民課　健康保険担当
蕁 ４５―７２１３

国民年金に加入しているみなさんへ



あさぎり面白ばなし あさぎり面白ばなし あさぎり面白ばなし （八） （八） （八） 荒茂毘沙門堂(仁王門)と毘沙門天立像(その３)

「
熊
本
県
立
美
術
館
に
展
示
す
る
荒
茂
の

木
造
毘
沙
門
天
立
像
の
胎
内
に
、
墨
で
書
か

れ
た
た
く
さ
ん
の
文
字
を
発
見
し
ま
し
た
！

今
か
ら
そ
の
内
容
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
ま
す
。
」
と
熊

本
県
立
美
術
館
学
芸
員
の
有
木
芳
隆
氏
は
歓

喜
し
た
声
で
あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会
に
一

報
を
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
書
か
れ
て
い
た
文
字
を
見
た
瞬
間
、
「
古
刹

勝
福
寺
を
草
創
し
た
の
は
誰
な
の
か
」
と
い

う
謎
が
判
明
し
た
瞬
間
で
し
た
。
当
時
ま
で

は
、
豪
族
の
須
恵
氏
か
平
川
氏
か
ど
ち
ら
か

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
と

い
っ
た
決
め
手
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か

し
、
こ
れ
で
、
勝
福
寺
を
草
創
し
た
の
は

「
須
恵
氏
」
と
知
る
こ
と
が
で
き
、
歓
喜
し
た

の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
で
墨
書
銘
発
見
に
至

っ
た
か
と
い
う
と
、
県
立
美
術
館
で
の
仏
像
の

展
示
作
業
の
お
り
、
仏
像
の
胎
内
に
、
も
し
や

何
か
書
か
れ
て
は
い
な
い
か
と
有
木
氏
た
ち
が

胃
カ
メ
ラ
と
同
じ
よ
う
な
機
器
の
フ
ァ
イ
バ
ー

ス
コ
ー
プ
を
入
れ
て
み
た
と
こ
ろ
、
偶
然
に
も

そ
の
テ
レ
ビ
画
像
に
墨
書
銘
が
映
し
出
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
平
安
時
代
の
年

号
「
久
寿
三
年
」
の
文
字
が
は
っ
き
り
と
浮
か

び
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
「
造
っ
た
年
号
が
わ

か
っ
た
！
」

製
造
年
が
わ
か
る
文
化
財
は
そ

の
価
値
を
一
層
高
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ま
た
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

平
安
時
代
の
球
磨
郡
の
よ
う
す
を
記
録
す
る
古

文
書
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
、

残
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
球
磨
郡
の
歴
史

に
と
っ
て
は
大
変
貴
重
な
財
産
と
な
る
の
で

す
。
球
磨
郡
の
平
安
時
代
を
探
る
も
の
と
し
て

は
、
鎌
倉
時
代
の
初
め
に
作
ら
れ
た
鎌
倉
幕
府

の
土
地
台
帳
と
い
う
べ
き
『
建
久
８
年
肥
後
国

球
磨
郡
図
田
帳
』
と
い
う
古
文
書
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
藤
原
家
基(

須
恵
小
太
郎)

と
い
う

人
が
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
、
そ
の
人
は

球
磨
郡
を
治
め
て
い
た
豪
族
の
ひ
と
り
須
恵
氏

の
出
身
で
、
政
所(

ま
ん
ど
こ
ろ)

と
い
う
財
政

と
裁
判
官
役
を
受
け
持
ち
、
ま
た
、
鎌
倉
幕
府

管
轄
領
と
公
田
（
貴
族
や
役
人
な
ど
に
与
え
た

田
以
外
の
田
）
を
領
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
発
見
さ
れ
た
墨
書
銘
に
は
、
木
造
毘

沙
門
天
立
像
を
、
い
つ
、
だ
れ
が
、
何
の
目
的

で
作
っ
た
の
か
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
、
「
当
郷
の
領
主
の
藤
原
家
永
が
、
藤
原
氏

の
災
い
を
な
く
し
、
命
を
延
ば
し
、
福
寿
を
増

長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
勧
進
に
あ
た
っ
た

僧
は
源
与
で
、
仏
師
は
僧
の
経
助
で
、
こ
の
地

に
て
成
就
し
、
多
治
治
助
な
ら
び
に
藤
原
氏
の

一
家
の
平
安
を
願
っ
て
久
寿
三
年(

１
１
５
６

年)

四
月
二
日
に
安
置
し
た
」
と
い
う
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
久
寿
３
年
の
年
は
保
元
元

年
に
あ
た
り
、
あ
の
源
平
モ
ノ
の
大
河
ド
ラ
マ

な
ど
で
は
よ
く
耳
に
す
る
「
保
元
の
乱
」
と
い

う
事
件
が
お
こ
っ
た
年
で
す
。
「
藤
原
家
永
」

と
い
う
人
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
『
図
田
帳
』
の

「
藤
原
家
基
」
の
一
族
に
強
い
関
わ
り
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
仏
師
名
と
勧
進
僧

名
や
平
安
時
代
前
期
に
皇
室
と
関
わ
り
が
あ
る

「
多
治
氏
」
の
名
前
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
球
磨

郡
の
平
安
時
代
を
さ
ら
に
問
題
提
起
を
し
て
い

ま
す
。
平
安
時
代
の
仏
像
の
胎
内
銘
発
見
は
日

本
全
国
で
も
お
よ
そ
数
十
年
ぶ
り
の
快
挙
と
い

い
、
ま
た
、
今
年
は
、
製
造
さ
れ
て
８
５
０
年

を
数
え
る
良
き
年
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
「
荒
茂

の
毘
沙
門
天
さ
ま
」
は
高
さ
も
価
値
も
第
一
級

の
資
料
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

(

つ
づ
く)

（
文
責

教
育
委
員
会

社
会
教
育
班

北
川
賢
次
郎
）

町民の皆様方には、ふれあい物産館及びヘルシーランド薬師温泉をご利用頂き厚く御礼申し上げます。

このたび日頃の感謝を込めて、お引き立てをいただいております皆様に感謝の意を表し、「春の花まつり」

を開催いたします。

当日は、ヘルシーランド薬師温泉玄関前にステージと花公園を設置し、地元保育園児や中学校音楽部による

ステージ発表や、ゲーム、抽選会、新鮮な野菜や特産品、花・野菜（ステビア）の苗などの販売はもちろんの

こと、海産物の販売（芦北町より）各種団体によるバザーなどを計画しております。

また、午前10時の開会式終了後と、午後１時に、先着100名様に春のステキな花を

プレゼント!! 皆様のお越しをお待ち致しております。

日時：４月９日（日）

午前10時開会

場所：あさぎり町ふれあい物産館

及びヘルシーランド薬師温泉周辺

～お問い合わせ先～

あさぎり町産業振興課商工観光班〔東庁舎〕

蕁４５－７２２０
あさぎり町ふるさと振興社

蕁４７－０５９０

の　　まつり 
『あさぎり町ふれあい物産館・ヘルシーランド薬師温泉』 『あさぎり町ふれあい物産館・ヘルシーランド薬師温泉』 

開催のお知らせ 春 花 春 花 春 花 

み
ん
な 

　
　
来
て
ね
！ 



あ
さ
ぎ
り
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

平
成
18
年
度
あ
さ
ぎ
り
町

固
定
資
産
税
帳
簿
を
縦
覧

し
ま
す

町
内
の
土
地
・
家
屋
の
納
税
者
の
方
を
対

象
に
、
土
地
価
格
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
（
平
成
17
年
度
評
価
額
な
ど
を
記
載
）
の

縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
期
間

平
成
18
年
４
月
３
日
（
月
）
〜

平
成
18
年
５
月
31
日
（
水
）

土
・
日
、
祝
祭
日
は
除
く

■
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所

あ
さ
ぎ
り
町
税
務
課
窓
口

■
お
問
い
合
わ
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町
税
務
課
　
賦
課
徴
収
担
当
　

蕁
４
５
―
７
２
１
２

第
４
回
く
ま
も
と
エ
コ
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
募
集

■
募
集
内
容

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、
各
家
庭
や

グ
ル
ー
プ
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
に

取
り
組
み
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
実

践
し
た
内
容
や
そ
の
効
果
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
部
門

１．

フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門

各
家
庭
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
の

取
り
組
み
成
果
を
募
集
し
ま
す
。

２．

グ
ル
ー
プ
部
門

企
業
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
団
体
、
サ
ー
ク
ル
な

ど
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
に
取
り
組
ん

で
い
る
グ
ル
ー
プ
（
３
世
帯
以
上
の
家
庭
の

集
ま
り
）
か
ら
の
取
り
組
み
成
果
を
募
集
し

ま
す
。

■
応
募
方
法

１．

フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門

平
成
17
年
12
月
か
ら
平
成
18
年
２
月
ま

で
（
以
下
「
対
象
月
間
」
と
い
う
）
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
へ
の
取
り
組
み
結

果
や
取
り
組
み
内
容
、
工
夫
し
た
点
な
ど

を
応
募
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２．

グ
ル
ー
プ
部
門

①
グ
ル
ー
プ
名
を
代
表
者
を
決
め
、
グ
ル

ー
プ
登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

②
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
る
各
家
庭
ご

と
に
、
対
象
期
間
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省

資
源
へ
の
取
り
組
み
結
果
や
取
り
組
み
内

容
、
工
夫
し
た
点
な
ど
を
応
募
用
紙
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間

平
成
18
年
３
月
１
日
（
水
）
〜

４
月
30
日
（
日
）

※
当
日
消
印
有
効

■
表
彰

１．

フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門

く
ま
も
と
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
賞
　
１
件

（
大
賞
の
受
賞
歴
の
あ
る
方
を
除
い
て
選

考
）

優
秀
賞
　
３
件

（
大
賞
及
び
優
秀
賞
の
受
賞
歴
の
あ
る
方
を

除
い
て
選
考
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
　
10
件

２．

グ
ル
ー
プ
部
門

く
ま
も
と
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
賞

１
件

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
　
５
件

※
グ
ル
ー
プ
部
門
に
応
募
さ
れ
た
ご
家
庭
は
、

同
時
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門
で
も
選
考
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
「
く
ま
も
と
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
賞
」、

「
優
秀
賞
」
及
び
「
グ
ル
ー
プ
賞
」
を
受
賞

さ
れ
た
ご
家
庭
及
び
グ
ル
ー
プ
は
、
熊
本

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
２
―
８
５
７
０
（
住
所
不
要
）

熊
本
県
環
境
政
策
課
環
境
立
県
推
進
室

「
く
ま
も
と
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
係
」

蕁
０
９
６
―
３
３
３
―
２
２
６
６

蕭
０
９
６
―
３
８
３
―
０
３
１
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http://www.pref.
kum
am
oto.jp/eco/eco_fam

ily/index.htm
l

「
熊
本
県
司
法
書
士
会
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
開
設

の
お
知
ら
せ

熊
本
県
司
法
書
士
会
で
は
、
平
成
18
年
１

月
23
日
よ
り
「
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
稼

働
い
た
し
ま
し
た
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談
日
に
は
司
法
書

士
が
常
駐
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
予
約
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
必
ず
相
談
が
で
き

ま
す
。
登
記
手
続
き
や
法
律
に
関
す
る
様
々

な
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
本
相
談
は
面
接
に
よ
る
有
料
相
談
で
す

◆
相
談
日
は
毎
週
火
曜
日
　
午
後
４
時
〜
午

後
８
時

◆
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
予
約

電
話
（
０
９
６
）
３
６
４
―
２
８
９
０

相
談
の
予
約
は
月
〜
金
　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

◆
相
談
室
は
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
（
熊
本

市
大
江
４
―
４
―
３
４
）
内

◆
相
談
料
は
１
時
間
あ
た
り
５，

２
５
０
円

で
す

◆
遠
方
に
お
住
ま
い
で
相
談
室
ま
で
お
い
で

に
な
れ
な
い
場
合
は
最
寄
り
の
司
法
書
士

を
紹
介
す
る
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
司
法
書
士
会

熊
本
市
大
江
４
丁
目
４
番
３
４
号

蕁
（
０
９
６
）
３
６
４
―
２
８
８
９

蕭
（
０
９
６
）
３
６
３
―
１
３
５
９

突然、何の前触れもなくこんなハガ
キが届いたことありませんか？

初めて届いたハガキに、「最終通知」
って...おかしな話ですよねぇ～。架空
請求ハガキです。
おかしな点がてんこ盛りです。チェ

ックしてみましょう。
①消費料金未納分訴訟最終通知書→消
費料金って･･･何のことでしょう。
身に覚えがありません

②管理コード→同じ管理コードとやら
の印刷されたハガキが不特定多数の
方に送られているのです。

③「このままご連絡なき場合は～」の

くだり→単なる脅し文句の羅列で
す。不安を煽ろうとしています。
※本当に裁判になれば、まず裁判所
から訴訟が起こされたこと、異議の
有無等についての通知（封書）が来
ます。

④裁判取り下げ最終期日→期間が異常
に短く猶予がないように見せかけて

います。（ハガキが到着した時には
期限切れだった例もあります。）

⑤法務局　共同管理センター→こんな
機関は存在しません。でたらめです。

こういった不審なハガキがお手元に
届いたら、

「電話をかけない、
無視する。」

これを徹底しましょう。電話をかけ
ることは、電話番号や新たな個人情報
を相手に知らせることになります。そ
して架空請求を受ける危険性が増すと
考えてください。

悪徳商法や架空請求等のお問い合わせ先
熊本県消費生活センター
蕁 096－354－4835

あさぎり町健康福祉課福祉班
蕁 0966－45－7214（直通）

0966－45－1111（代表）

消費料金未納分訴訟最終通知書

管理コード　5943－08

この度、御通知しましたのは、貴方の未納されまし
た民法指定消費料金について契約会社、ないしは運営
会社から民事訴訟として、訴状の提出をされましたこ
とを御通知致します。以降、下に設けられた裁判取り
下げ最終期日を経て訴訟を開始させて頂きます。
このままご連絡なき場合には、原告側の主張が全面

的に受理され裁判後の処置として給与の差し押さえ及
び動産物、不動産物の差し押さえを執行官の立会いの
もと強制的に履行させて頂きますので裁判所執行官に
よる「執行証書」の交付を承諾して頂くようお願いす
ると同時に、債権譲渡証明書を一通郵送させて頂きま
すので、御了承ください。
民事訴訟及び、裁判取り下げ等のご相談に関しまし

ては当局にて受け賜っておりますので職員までお問い
合わせ下さい。尚、書面での通達となりますので、プ
ライバシー保護のため、御本人様からご連絡頂きます
ようお願い申し上げます。以上を持ちまして、最終通
達とさせて頂きます。

裁判取り下げ最終期日　平成18年△月×日

法務局　共同管理センター
〒１１０－００１５
東京都台東区東上野*丁目*番地*号
（代表）TEL**-****-****
電話受付時間　9：00～17：00（土・日・祝日を除く）

（例）
身に覚えのない料金請求にご注意!!身に覚えのない料金請求にご注意!!
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般
・
技
術
（
飛
行
要
員
含
む
、
海
上
・

航
空
の
み
）

歯
科
・
薬
剤

縡

応
募
資
格

（
１
）
一
般
・
技
術

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
22
歳
未
満

の
者
は
、
大
卒
及
び
見
込
み
含
む
）

（
２
）
歯
科
薬
剤

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者
、
専
門
の
大

卒
（
見
込
み
含
む
）

薬
剤
は
、
26
歳
未
満
の
者
（
薬
学
修
士

学
位
取
得
者
は
、
28
歳
未
満
）

縒

試
験
日

平
成
18
年
５
月
20
日
（
土
）

21
日
（
日
）
は
飛
行
要
員
の
み
）

縱

試
験
場
所

熊
本
学
園
大
学
（
県
外
の
者
は
、
希
望

す
る
県
内
）

縟

受
付
期
間

平
成
18
年
４
月
１
日
（
土
）
〜

５
月
12
日
（
金
）

＊
県
外
に
住
ん
で
い
る
方
で
、
受
験
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
人
吉
募
集
事
務
所
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
試
験
に
関
す
る
お
尋
ね
は
、
左
記
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先：

自
衛
隊
熊
本
地
方
連
絡

部
人
吉
募
集
事
務
所
（
蕁
２
２
―
４
７
０
４
）

「
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
取
り

扱
い
作
業
従
事
者
特
別
教
育

講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す

当
組
合
で
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
関
連
法

及
び
、
石
綿
障
害
予
防
規
則
第
27
条
に
基
づ

く
、「
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
業
務
特
別

教
育
講
習
会
」
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

規
定
の
講
習
を
受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
修

了
証
を
発
行
し
ま
す
。

石
綿
は
、
１
９
７
０
年
か
ら
１
９
９
０
年

わすれていませんか？
平成18年度就学援助申し込み

平成18年度就学援助申請の当初受付は終了しま
したが、今後も随時受付を行います。
申請の方法等についてはあさぎり町教育委員会

までお問合せください。

就学援助制度について

就学援助制度は、義務教育の円滑な実施を図る
ため、経済的な理由によって、就学が困難な児童
及び生徒の保護者に対して、学用品費・給食費・
修学旅行費・医療費（学校病のみ）等を援助する
制度です。
◎お問い合わせ
あさぎり町教育委員会学校教育班
蕁４５－７２２６

油流出事故を発見したときは
至急通報して下さい！

河川における油もれ事故が多発しています。
給湯設備・ボイラー等への給油中その場を離

れ、あふれ出させてしまうといった不注意が主な
原因です。給油や油の保管・管理には十分に注意
しましょう。
河川において、油の流出や魚の大量死などの水

質事故を発見された場合や油を流出させてしまっ
た場合は次へ至急通報してください。
【連絡先】
・あさぎり町環境整備課　環境保全班

蕁４５－７２１７
・国土交通省八代河川国道事務所人吉出張所

蕁２２－３２４４
＊休日・時間外は国土交通省八代河川国道事務所

蕁０９６５－３２－４１３５

に
か
け
て
大
量
に
輸
入
さ
れ
、
そ
の
多
く
は

建
材
と
し
て
建
築
物
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
こ
れ
ら
の
建
築
物
の
老
朽
化
に
よ
る
解

体
工
事
の
増
加
に
伴
い
、
工
事
に
従
事
す
る

労
働
者
の
『
石
綿
の
ば
く
露
に
よ
る
健
康
障

害
』
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

厚
生
労
働
省
で
は
平
成
17
年
２
月
に
新
た
に

石
綿
障
害
予
防
規
則
を
制
定
し
、
平
成
17
年

７
月
１
日
よ
り
施
行
し
ま
し
た
。

こ
の
内
容
は
、
石
綿
を
含
む
建
築
物
の
解

体
・
改
修
工
事
等
の
作
業
に
労
働
者
を
就
か

せ
る
に
当
た
っ
て
は
、
石
綿
の
有
害
性
、
作

業
の
方
法
、
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
を
抑

制
す
る
た
め
の
措
置
、
保
護
具
の
使
用
方
法

等
に
つ
い
て
特
別
の
教
育
を
行
う
こ
と
が
事

業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
の
課
目
、
範
囲

及
び
時
間
に
つ
い
て
も
特
別
教
育
規
定
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
講
習
会
名

石
綿
取
り
扱
い
作
業
従
事
者

特
別
教
育
講
習
会

■
日
程

平
成
18
年
４
月
２
日
（
日
）

■
会
場

ポ
ッ
ポ
ー
館
（
く
ま
が
わ
鉄
道
免

田
駅
構
内
）
２
階
会
議
室

■
時
間

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
ま
で

※
受
付
午
後
12
時
30
分
〜
（
時
間
厳
守
）

■
受
講
料

３，

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
　

熊
本
県
建
築
労
働
組
合
人
吉
球
磨
支
部

住
所
　
〒
８
６
８
―
０
０
１
６

人
吉
市
城
本
町
１
０
８
７
―
１

蕁
０
９
６
６
―
２
２
―
６
８
６
４

■
お
申
し
込
み
方
法

所
定
の
申
込
書
（
当
組
合
事
務
局
に
有

り
）
に
記
入
の
上
、
講
習
会
費
と
と
も
に

提
出
（
定
員
70
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。）

■
主
催
者

熊
本
県
建
築
労
働
組
合
人
吉
球

磨
支
部

■
教
習
団
体

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熊
本
県
建
設
技

能
教
習
セ
ン
タ
ー

注１　最低賃金は、常用・臨時・パートなどすべての労働者に
適用されます。

注２　時間額は、時間給制の労働者に、日額は時間給制以外の
労働者にそれぞれ適用されます。
通勤手当、家族手当は含まれません。

お問い合わせ先：熊本労働局賃金室　蕁096－355－3202

あっそうだ！今年の賃金いくらかな？

〈熊本県の最低賃金〉

熊本県最低賃金

最低賃金額（円）効力発生の日

時間額 平成17年
10月1日609

産業別最低賃金
最低賃金額（円）

効力発生の日
日額 時間額

紡績業、ねん糸製造業、織
物業、靴下製造業 5,176 647

平成12年
12月25日

電気機械器具、情報通信機械器
具、電子部品・デバイス製造業

時間額 平成17年
12月20日671

自動車・同付属品製造業、船舶
製造・修理業、舶用機関製造業

時間額 平成17年
12月20日718

百貨店、総合スーパー
時間額 平成17年

12月20日678
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あさぎり町の人口 
（３月１日現在） 

総数：17,981人／世帯数：5,753世帯 
男：8,514人／女：9,467人 

行政区紹介濛 

●古紙配合率　100％ 

『塚脇』 
つかのわき 

「ほら列車がきた」 
撮影場所　岡留公園 

第２回あさぎり町 
写真コンテスト 

自然景観の部（フィルム） 
　優秀賞　林田豊さん（益城町） 

　桜のつぼみもふくらみ始め、頬にあたる風もあたた
かく感じる季節となりました。通勤する道すがら、菜
の花や水仙、沈丁花といった春の花も心をほぐしてく
れます。と、ほのぼの運転していると、一時停止した
車がこちらを確認せずに発進してくるではありません
か！あわや交通事故、なんとなく速度を落としていた
ので事なきを得ました。４月からは役場組織も改編さ
れ新たなスタートをきります。気をひきしめて何事に
も取り組んでいきたいと思います。（千） 
 
　日ごとに春めいてきましたね。皆さんはどんなこ
とで春を感じられますか。私は家の光熱費の減少と
オオイヌフグリをみると春を感じます。子どもの頃、
幼なじみとつくしを採って砂糖醤油で炒めてもらっ
て食べていましたが（味はすきやきのエノキのよう
な感じです。ちなみに実家は、普通の家庭です。）
今の子どもは野草を食べたりするのでしょうか。 
　今月号は・・・やってしまいました。データがほ
ぼ揃い、後はレイアウトをして― 
という段階でパソコンが故障してしまいました。何
とかデータを取り出せたからよかったようなものの、
もし取り出せなかったら・・・バックアップの大切
さを再確認しました。 
　印刷会社、広報委員、情報管理係のみなさん、大
変ご迷惑おかけしました。深く深く反省した20代も
終盤の春でした。（佳） 

　塚脇地区は、世帯数114世帯、人口249人（H18.3.1現在）の行政区で、
救護施設しらがね寮や「塚脇の虎踊り」（①）、「連歌壱萬句吟終わるの碑」
（②）などがあります。 

②連歌壱萬句吟終わるの碑 

①町指定無形文化財　塚脇の虎踊り 
　由来は明らかではありませんが、現在塚脇虎踊り保存会で受け継がれ
ています。武士・六部・商人・虎・太鼓・鉦・男女の踊り手で配役され、
先ず道踊りの庭入り、六部の巡礼のあと、続いて武士と茶店の主人との
対話があり、茶屋を出た武士は虎に襲われますがとり逃がし最後に六部
の祈祷と村人の力での虎退治を総踊りで表現されています。 
　先頭に顔型の虎、他愛もない会話で始まり、古い狂言や猿楽に近い芝
居がうかがわれます。 
 
 
 

②町指定文化財（史跡） 
　連歌壱萬句吟終わるの碑　 
　古墳のような丘の頂上に建立されています。
碑の正面には上文字と３名の法名没年が刻
まれ、左側面には「歌道自得獨吟連歌一万
句成就畢　宗源居士」と刻まれています。
元禄16年（1703年）以前に宗源居士の
建立とみられ、連歌が当時も愛好されてい
たことが判る貴重な遺物です。 

①塚脇の虎踊り 

蘆老福鐘ヶ丘ホーム 

蘆しらがね寮 

免
田
川 

大
木
川 

連歌壱萬句吟 
終わるの碑 
　★ 　★ 

塚脇公民分館 

れん が　いちまん  く  よみ  お 


